
 

（第２号様式） 
令和５年３月 31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立 舞岡 高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 10日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①各教科・科目
に お い て 、 知
識・技能及び思
考力・判断力・
表現力をﾊﾞﾗﾝｽ
よく育て、予測
困難な時代を生
きぬく力を身に
付けた人材を育
成する。 
②教科横断的な
学習及び持続可
能な開発のため
の教育（ ESD）
を推進し、持続
可能な社会の積
極的な創り手を
育成する。 

①「主体的・対話
的で深い学び」は
元よりすべての学
習場面において
「探究的な学び」
を実践させるため
の組織的な授業改
善の強化。 
②一人１台 PCを効
果的に活用した授
業の研究とその情
報共有を促進させ
ると共に、情報機
器活用に関するｽｷ
ﾙｱｯﾌﾟを図る。 
③始業前や放課後
の学習時間の有効
的な活用を目指す
と共により効果的
な手立てを研究す
る。 
④１学年の総合的
な探究の時間にお
いて「地域探究」
を軸とした発展的
取組を実施する。 

①各教科会等にお
いて、「探究的な
学び」についての
意見交換を行うと
ともに、校内にお
いて研究授業や公
開授業・研究協議
等を実施する。 
②特に１年生の各
科目において、ﾊﾟｿ
ｺﾝを活用した授業
を出来る限り多く
実践する。 
③１年生に対して
朝 読 書 を 試 行 す
る。また、その効
果 や 課 題 を 検 証
し、始業前や放課
後の時間の効果的
な活用について検
討する。 
④「舞岡ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ
ﾄ」を柱とした地域
探究の取組みを計
画し探究教育の充
実を図る。 

①「探究的な学び
に」関する研究授
業・公開授業・研
究協議等を、全て
の教科において実
施することができ
たか。 
②１年生の各科目
において年間を通
じてﾊﾟｿｺﾝを活用
した授業を実施す
ることができた
か。 
③始業前や放課後
の時間の効果的な
活用について方向
性を示すことがで
きたか。 
④「地域探究」を
軸とした発展的な
取組を実施するこ
とができたか。 

①月１回の定例教
科会を活用し、日
頃の授業について
の意見交換や新教
育課程における新
しい科目について
の意見交換等を実
施した。また、９
月から 11 月にかけ
て、各教科におい
て研究授業や研究
協議を実施した。
②環境整備をしつ
つ、お互いに授業
を見学するなど ICT
の活用に取り組ん
だ。④第１学年の
総合的な探究の時
間において、地域
の方々へのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ
を実施した。 
 

①日頃の家庭学習
が不足している生
徒が多く、「探究
的な学び」の基盤
となる基礎的・基
本的な知識や技能
がなかなか定着し
ないため、学習へ
の意識付けの強化
や課題の量と質を
高めるなどの手立
てを引き続き講じ
ていきたい。 
②ﾓﾆﾀｰ整備などさ
らなる環境の整備
を行う。Wi-Fi の再
配置なども県と連
絡をとりながら実
施する。 
④ｲﾝﾀﾋﾞｭｰの結果を
地域などに発信で
きるようにする。 
 

・教員は生徒とｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝを取りながら
授業を進めていた。
教員が一方的に情報
を伝達する授業ｽﾀｲﾙ
からの変化を感じ
る。 
・中学校では様々な
ものを可視化してい
る。個人 PCを使って
いる授業もあったが
視聴覚的な教材を使
っている授業が少な
かった。 
・朝読書は文章を読
む機会が減っている
ことから意図的に機
会を作るのは良い取
り組みである。 
・舞岡ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの個
人探求論文集は生徒
の考察など取り組み
がよくわかる成果物
である。 

①月１回の定例教科会におい
て、新教育課程における新しい
科目について意見交換を行い、
共通理解を図った。 
①９月から 11 月にかけて、各教
科会で研究授業を行い、研究協
議を実施した。 
①12 月に実施した「生徒による
授業評価」において、学習の状
況についての項目のひとつであ
る『授業の中で身についたこと
や、できるようになったことを
実感することができた』という
評価の割合は 88.2％であった。 
②Wifi は授業に支障ない程度の
環境を整えた。 
③１年生で始業前に朝読書を実
施した。 
④総合的な探求の時間において
１学年生徒が地域の方々へのｲﾝﾀ
ﾋﾞｭｰを実施し、「地域探求」の
発展的な取り組みを行った。 

①授業評価について、数値上は
ほぼ達成できていると考えられ
る。更に授業の工夫と一定程度
の学習負荷をかけ「自ら考える
力」を身に付けさせるために日
常的な授業研究に取り組んでい
く。 
②ﾊﾟｿｺﾝを活用した授業づくりの
研修や授業見学など、更なる推
進を図る。 
③来年度は全学年で朝読書を実
施する。 
④探究活動の取り組みの一つと
して、成果のあった３年生が１
年生にﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを行い、研究
方法等の伝達を引き続き行う。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒の規範意
識を育み、基本
的生活習慣の定
着を図り、健全
な成長を促し、
自己実現に向け
た自律性・人間
性の育成を目指
す。 
②生徒会活動や
部活動をとおし
て、生徒が主体
的に取り組める
行事等の充実を
図ると共に、将
来へと続く人間
力を身に付けた
人材の育成を目
指す。 

① 18 歳で成人とな 

ることをしっかり

と意識させた上で

の規範意識や生活

習慣等についての

指導を実践する。 

② 生徒一人ひと 

りに気を配り些細

な変化も察知し早

急に情報共有を行

うと共に 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰとの連

携をより密にす

る。 

③新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感

染拡大防止の観点

から、生徒会行事

の運営や部活動へ

の取組み方法につ

いて検討する。 

 

①②定期的な登校 
指導により登下校
時のﾏﾅｰや遅刻指導
を行い、基本的生
活習慣の定着に向
けた指導を行う。
また、生徒の規範
意識の更なる向上
に向け教職員が情
報を共有し、共通
理解のもと、学校
内外の連携を密に
し、組織として指
導にあたる。 
③体育祭や文化祭
の実施時期や内容
を感染予防に徹底
した取り組みにす
る。 
③部活動の活動に
関する基本方針を
感染症拡大防止に
徹底した形態を示
す。 

①基本的な生活 

習慣や社会人に必
要なﾏﾅｰの大切さ
を生徒に定着させ
ることができた
か。 
②教職員が情報を
共有し、組織的に
指導することがで
きたか。 
③生徒会行事や活
動内容で生徒が自
主的、主体的に取
り組むことができ
たかｱﾝｹｰﾄ等で確認
する。 
③部活動の活動に
感染症拡大防止対
策を踏まえた形式
で行えたか。 

①毎月登下校指導
を行いﾏﾅｰや遅刻指
導を行った。 
①情報提供は常に
行い職員の共通理
解を図った。 
②体育祭実施に向
け検討を行い感染
予防の観点を考慮
しつつ 6/3に実施し
た。文化祭は昨年
度の内容を踏襲し
改善傾向にある状
況を考慮しｺﾛﾅ対策
を行い、9/30 は校
内発表、10/1 は生
徒保護者限定の公
開実施とした。 
③前年度同様に部
活動を行う上で、
県の指針を踏まえ
つつｺﾛﾅへの感染予
防を取り入れた実
施 方 法 を 指 示 し
た。 

①今後も定期的な
登下校指導を継続
しより一層の基本
的な生活習慣の定
着を目指す。 
①教職員間の情報
提供は今後も継続
して行い、生徒の
規範意識の向上を
目指す。 
②ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰとの
連携を図り、生徒
の変化を早く察知
する。 
③新たな内容で行
った文化祭につい
ての評価を、文化
祭実行委員会を中
心に行っている最
中である。 
③前年度同様にｺﾛﾅ
対策を盛り込んだ
活動ﾏﾆｭｱﾙの指針を
示した。 

 

・18 歳成人について
は、保護者の心配が
大きいと思われる。
ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞなどに関
する講演会の実施な
ど効果的と考える。 
・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰの予約
が多い現状から様々
な問題があると思わ
れる。引き続き生徒
が抱える課題に対応
してもらいたい。 
・コロナ禍前は体育
祭や吹奏楽部との関
わりもあり、地域や
自治会等との交流が
盛んに行われてい
た。現在は厳しい状
況下にあるが、学校
側から積極的に発信
するよう努めてもら
いたい。 

①年間を通した定期的な登下校
指導が定着しており、地域の
方々からの情報提供があった。
今後も継続して行い基本的生活
習慣の定着を目指す。 
②生徒情報交換会やケース会議
を行い、共通理解を図った。 
③前年度同様に部活動を行う上
で、県の指針を踏まえつつｺﾛﾅへ
の感染予防を取り入れた実施方
法を指示した。 
 

①今後も定期的な登下校指導を
継続し、地域と共存しているこ
とを生徒に認識させながらより
一層の基本的生活習慣の定着を
目指す。 
②生徒、保護者からの相談につ
いて教育相談を中心にｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗ
ｰ、ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ等の外部機関
と連携し組織的な対応を行って
いく。 
③県教委の指示の元、感染予防
を徹底し、保護者や地域の方々
を招いた学校行事の取り組みに
戻していく。 



 

３ 進路指導・支援 

①「進学先の向
こ う に あ る 社
会」を具体的に
意識し、自主的
に 職 業 、 生 き
方、社会へのか
かわり方につい
て生徒の理解を
深めさせ、生徒
の希望する進路
実現に向けたｷｬ
ﾘｱ教育を推進す
る。 

①昨年度、課題で
ある「３年間を見
据えた指導計画の
実施と実施後に見
直しを通して改善
点を探る」につい
て、各学年と連携
した取り組みを実
践する。 
②引き続き、進学
先や就職先の指導
に留まることな
く、将来の自分が
どうありたいかも
含めたｷｬﾘｱｶﾞｲﾀﾞﾝ
ｽを研究すると共
に実践する。 
③生徒、保護者へ
の丁寧な情報発信
は継続する。 

①3 年間のｷｬﾘｱ指導
計画を元に１年か
ら３年まで各学年
で生徒個人が自己
を認識したうえで
進路を考えられる
ように指導する。 
②新教育課程にお
ける調査書、大学
入学共通ﾃｽﾄ、高大
接続改革の動向を
把握し、生徒の進
学先に対応した指
導を行う。 
③ｸﾞﾙｰﾌﾟと担任が
連携して生徒の進
路 希 望 調 査 を 行
い、さらに三者、
二者の面談をとお
して生徒の不安を
解消するだけでな
く、各家庭への情
報発信にも力を入
れて、進路指導を
行う。 

①自己分析や自己
認識をとおして自
己理解を深め望ま
しい進路が決めら
れたか。 
②新様式の調査書
の発行と、大学入
学共通ﾃｽﾄの手続
きや、進路指導が
正しくできたか。 
③生徒の進路希望
調査と面談（二
者・三者）、家庭
への情報発信をと
おして、適切な進
路選択の実現を前
提とした事故防止
対策ができたか。 

①３年間のｷｬﾘｱ指
導計画を元に、１
年から３年まで各
学年で生徒個人が
自己を認識したう
えで進路を考えら
れるように指導し
た。 
②新教育課程にお
ける調査書、大学
入学共通ﾃｽﾄ、高大
接続改革の動向を
把握し、生徒の進
学先に対応した指
導を行った。 
③ｸﾞﾙｰﾌﾟと担任が
連携して生徒の進
路 希 望 調 査 を 行
い、さらに三者、
二者の面談をとお
して生徒の不安を
解消するだけでな
く、各家庭への情
報発信にも力を入
れて、進路指導を
行った。 

①各個人が落ち着
いて自己の活動を
振り返る時間が少
ないため、自己認
識が十分にできな
い生徒がいた。 
②高大接続改革の
動きが大学ごとに
特徴を出してきた
ことで、高校内で
の情報の共有化が
課題である。 
③到達度ﾃｽﾄを通じ
て、本校の生徒の
特長や課題が明確
になった。課題に
ついて情報の共有
化を図り、具体的
な対策を立て検討
する為の時間が不
足している。 

・進学、就職したあとを
考えると、生徒の一人
ひとりの主体性が一層
重要になってきてい
る。生徒の希望に寄り
添い支援する指導が
必要である。 

①自己を認識したうえで進路を
考えさせる指導を行った結果、
大学進学が６割、専門学校３割
のほか、就職についても希望す
る進路決定に導くことが出来
た。 
②新様式の調査書、大学入学共
通ﾃｽﾄ、高大連携改革の動向を把
握し進学先に対応した指導に努
めた。 
③課題について情報の共有化を
図り、具体的な対策を立て検討
する為の時間が不足したため、
保護者への十分な情報発信が出
来なかった。 

①③従前の７月末の三者面談週
間に先駆け、６月に３年生を対
象とした三者面談週間を新たに
設定し、きめ細やかな指導を行
う。 
③到達度ﾃｽﾄ等を通じて生徒の特
長や課題を把握し、職員で情報
共有し組織として対策を検討し
ていく。 

４ 地域等との協働 

①Web ﾍﾟｰｼﾞなど
様々な広報媒体
を使って、県民
にわかりやすい
情報提供をより
一層推進する。 
②地域や保護者
及び分教室との
連 携 を 更 に 深
め、開かれた学
校づくりの推進
を図る。 

①ﾎﾟｽﾄｺﾛﾅを見据
えた保護者や地域
との協働を検討し
準備にあたると共
に、現在できるこ
とを具体化し実践
する。 
②分教室との連携
をさらに深め「共
にできること」に
ついては、積極的
に取り組む。 
③ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等の広
報媒体の充実を図
る。 

①地域商店街とのﾀ
ｹ ﾉ ｺを通じた交流
「ﾏｲﾀｹﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」
の 活 動 を 継 続 す
る。 
②分教室との交流
事業で感染防止対
策の視点から精選
や取組内容の見直
しを行う。 
③Web ﾍﾟｰｼﾞ等様々
な媒体を使用して
本校の情報を発信
し地域との繋がり
の一助とする。 

①ｺﾛﾅｳｨﾙｽの感染
流行状況に配慮し
ながらより一層の
交流を促進できた
か。 
②感染症拡大防止
を優先させながら
も分教室との交流
を活発化できる新
たな企画や内容の
充実ができたか。 
③適切な Web ﾍﾟｰ
ｼﾞの作成と更新を
行うことができた
か。 

①地域商店街とﾀｹﾉ
ｺを通じた交流「ﾏｲ
ﾀｹﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」は夏
の商店街の七夕な
ど多様な取り組み
をした。 

②③１年生の地域ｲ

ﾝﾀﾋﾞｭｰをはじめｺﾛﾅ

禍でのふれあいを

通じた教育活動に

取り組んだ。 

②「ふるさと舞岡

花さかｸﾗﾌﾞ」との

連携など花壇に限

定された地域との

交流が行われた。 

①地域との連携を
行いながら、来年
度についても計画
していく。 
②③ｺﾛﾅ感染状況な
どを考慮しつつオ
ンラインでの活動
も拡充していく。 
②③ｺﾛﾅ後を見据え
て新たな計画の立
案にも着手する。
②分教室との新た
な交流事業はでき
る限りの範囲で実
施していく。 

・今年度の高校入試
はクラス増でありな
がら高倍率の要因は
「学びたい」と思え
る雰囲気、「安心
感」の土壌があった
と推察する。 
 

②新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽの対応を考え、分

教室との交流事業は最低限で行

える内容のみで実施した。6/3 体

育祭の終日参加、7/7.8 七夕竹の

宴 9/30、10/1「桔梗祭」（文化

祭）の展示・販売・ｱﾄﾗｸｼｮﾝ参

加、新規として 12/12～16の登校

時に舞岡高校生徒会本部と「あ

いさつ運動」を交流事業として

実施した。 

 

①新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の動向を見

極めつつ、日常的で地道な活動

を実施する。 

②ﾏｲﾀｹﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄなどの新たな交

流とｲﾝﾀﾋﾞｭｰ結果を地域に発信す

るなど、更なる改善を図ってい

く。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①安心で安全な
学校をつくれる
よう、学習環境
の改善を推進す
る 。 （ 学 校 管
理） 

① ②教員の意識改
革を促し、教員
の働き方改革を
推進する。（管
理職） 

①事故不祥事防止
については、全て
の職員が強く心掛
け不祥事ｾﾞﾛを実
践する。 
②施設等の安全管
理は全員が意識し
て取り組む。 
③引き続き、働き
方改革について、
ｱｲﾃﾞｱを出し合い
可能なことは積極
的に実践する。 

①気付いたことは
職員が互いに声掛
けを行うなど、事
故防止研修を通し
て主体的な行動が
できるよう意識啓
発を行う。 
②校内の安心・安
全な学習環境整備
を推進する。耐震
工事についての取
り組みを確実に進
め、仮校舎からの
移転に向けて防災
用品の収納場所を
検討する。 
③効率よく業務進
行できるよう協働
を意識した業務進
行を図る。 

①職員が主体的に
事故防止に向けた
行動を取るなど、
研修を通して意識
の向上が図れた
か。 
②校内の学習環境
の改善がはかれた
か。仮校舎からの
移転は円滑に実施
できたか。防災備
蓄品の充実が図れ
たか。 
③勤務時間を意識
した業務進行を行
うことが出来た
か。 

①人権研修など、
事故の未然防止に
向けて職員の意識
を高めた。 
②防災備蓄品など
の仮校舎からの移
転は円滑に実施で
きた。 
②新年度に向けた
適切な教室配置な
ど、校内の安心・
安全な学習環境の
整備に努めた。 
③適切な業務分担
など協働を意識し
た業務遂行を図っ
た。 

①事故不祥事の未
然防止に向けて職
員が主体的に行動
できるよう意識啓
発を進める。 
②防災備蓄品の購
入など収納場所を
考慮しながら計画
的に実施する。 
②教室への暗幕の
設置など、ICT 教育
に係る学習環境を
改善する。 

② ③会議時間の短縮
など、時間を効率
的に活用した業務
遂行を務める。 
 
 
 

・防災関係で「ﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱとして協力して
もらえるのでは」と
期待する気持ちがあ
る。先ずは防災関係
での交流を望む。 
 
 
 
 
 

③  

②耐震工事が終了し、円滑に本
校舎への移転が終了した。防災
備蓄品に関しても本校舎への移
転が順調に行われた。 
②教室に暗幕を設置し、ICT 教育
に係る学習環境を整備した。 
②戸塚区青少年防災対応力強化
研修に生徒が参加し地域行事の
交流を図った。 
③働き方改革を十分に推進する
ことは出来なかったが、休暇の
取りやすい職場環境作りを進め
ることが出来た。 

②生徒が安全に安心して学べる
よう、引き続き学習環境の整
備、防災備蓄品購入など保管場
所を考慮しつつ計画的な遂行に
努める。 
③働き方改革については引き続
き考えていく。 

       
 



 

 


